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析対象としている。計量テキスト分析に使用するデータの詳細は図表 1 を参照。 
4 例えば、Liu1, Jianguo ほか（2018）。ネクサスの概要は、甲賀（2020、3-5 頁）を参照。 


































                                                   
5 本稿での文脈とは、「文章の流れの中にある文章全体や文と文との論理的関係、語と語・句と句・語と句及びこれら
の組み合わせの間の意味的な関連や内容のつながり具合」とする。文章・文・語・句の定義は図表 1 を参照。 
6 この進め方の詳細については、甲賀（2020、3 頁）を参照。 








以降は、テキストデータを計量的に分析するソフトウェア KH Coder を使用する 7。その
理由は、ここでの分析に必要な形態素分析、コーディング、クロス集計分析、共起ネット






                                                   
7 KH Coder は立命館大学の樋口耕一が開発したフリー・ソフトウェアである。本研究での使用は、その使用条件（樋
口（2020 年）、223-224 頁）に従った。KH Coder は、フリー・ソフトウェアを組み合わせたソフトウェアである。
例えば形態素分析は茶筅、データベースは Mysql、統計分析やグラフ理論による分析と視覚化は R である（牛澤（2020
年）、22 頁）。本稿でのデータ抽出並びに分析は KH Coder の次のバージョンを使用した。Version: 3.Bets.02c[Perl 























































ータは 2,160（重複を除いた数は 945）である 8。使用データ 2,160 を出現回数順に上位
150 を抽出した（図表 2）。 
目立つのは「持続可能」55 回で最も出現する。アジェンダ 2030 を象徴する語句なので
当然だろう。発展途上国が関連する語句は、「発展途上国」37 回・「後発開発途上国」27
回・「小島嶼開発途上国」10 回・「アフリカ諸国」3 回の合計 77 回出現、「アフリカ諸国」
以外は上位 30 内に入る。「先進国」の 4 回出現と対照的である。「SDGs は発展途上国の
みならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なもの」（外務省）というが、こ
                                                   
8 KH Coder 出力値。 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
持続可能 55 管理 10 関連 6 国際協力 5 持続的 4 汚染 3
開発途上国 37 質 10 技術 6 根絶 5 若者 4 化学物質 3
促進 34 小島嶼開発途上国 10 教育 6 市場 5 消費 4 慣行 3
人々 31 各国 9 金融サービス 6 場所 5 障害者 4 機会 3
アクセス 29 減少 9 雇用 6 森林 5 世界的 4 技術的 3
後発開発途上国 27 国々 9 国際的 6 生物多様性 5 生産 4 漁業 3
強化 26 子ども 9 実現 6 対策 5 先進国 4 供給 3
実施 23 世界 9 性 6 男女 5 漸進的 4 供給源 3
確保 21 増加 9 撤廃 6 知識 5 地方 4 強靱性 3
支援 21 保全 9 土地 6 導入 5 土壌 4 区別 3
開発 20 回復 8 能力構築 6 廃棄物 5 年齢 4 形 3
利用 17 改善 8 農業 6 配慮 5 能力強化 4 経済 3
女性 16 推進 8 普遍的 6 貧困 5 倍増 4 経済成長 3
政策 15 対処 8 防止 6 補助金 5 文化 4 経済的 3
レベル 14 影響 7 撲滅 6 立場 5 輸出 4 件数 3
達成 14 海洋 7 イノベーション 5 グローバル・ 4 劣化 4 研究 3
向上 13 気候変動 7 ニーズ 5 サービス 4 アフリカ諸国 3 雇用創出 3
形態 12 計画 7 下 5 パートナーシップ 4 インフラ 3 構築 3
効果的 12 削減 7 割合 5 悪影響 4 コミットメント 3 行動 3
能力 12 状況 7 環境 5 科学的 4 ワクチン 3 高齢者 3
保護 12 水 7 協定 5 海洋資源 4 意思決定 3 国内 3
包摂的 12 生態系 7 強靱 5 規制 4 移住労働者 3 差別的 3
提供 11 動員 7 権利 5 軽減 4 移転 3 砂漠化 3
レジリエン 10 貧困層 7 合意 5 災害 4 遺伝資源 3 財産 3
拡大 10 暴力 7 国 5 資金 4 一人当たり 3 参加 3
図表2　頻出語上位150のリスト
（出所）KH Coder抽出データより筆者作成





各開発目標はどうか。出現 9 回以下 3 回までの範囲で、それぞれの開発目標を連想させ
る語句が散見する。もう少し詳しく見ておこう。開発目標を特徴づける語句＝Jaccard の
                                                   
9 「先進国」以外に先進国を含む語句として、「国々」9 回・「国」5 回・「国内」3 回ある。発展途上国もこれらに含
むので、やはり「先進国」の語句の出現頻度が「発展途上国」とくらべて少ないことが読み取れる。 
目標01 目標02 目標03 目標04
貧困 .444 農業 .444 ワクチン .188 男女 .455
貧困層 .364 維持 .222 医薬品 .125 区別 .273
次元 .250 飢餓 .222 死亡 .125 子ども .250
構築 .222 生産性 .222 治療 .125 質 .250
脆弱層 .222 措置 .200 出生 .125 教育 .250
男性 .222 合意 .167 側面 .125 技能 .182
場所 .182 市場 .167 知的所有権 .125 高等教育 .182
ドル未満 .125 知識 .167 非感染性疾患 .125 初等教育 .182
マイクロファイナンス .125 土地 .167 必須医薬品 .125 成人 .182
開発協力 .125 国際的 .154 保健サービス .125 増加 .177
目標05 目標06 目標07 目標08
女性 .350 水 .455 エネルギーサービス .333 経済成長 .200
女児 .273 衛生 .200 エネルギー効率 .333 児童労働 .133
能力強化 .250 排水 .200 現代的 .333 労働 .133
権利 .143 人々 .147 再生可能エネルギー .333 雇用創出 .125
撤廃 .143 利用 .130 信頼 .286 仕事 .125
形態 .095 改善 .125 かつ .167 生産的 .125
育児・介護 .091 減少 .118 インフラ拡大 .167 働きがい .125
家事労働 .091 リサイクル・再利用技術 .100 エネルギーミックス .167 若者 .118
改革 .091 飲料水 .100 エネルギー関連インフラ .167 イノベーション .111
各国法 .091 衛生分野 .100 クリーンエネルギー .167 雇用 .111
目標09 目標10 目標11 目標12
イノベーション .231 不平等 .182 都市 .250 持続可能 .167
強靱 .231 是正 .167 人間居住 .250 消費 .154
産業セクター .182 漸進的 .154 レジリエン .158 情報 .154
産業化 .182 撤廃 .133 包摂的 .158 廃棄物 .154
向上 .177 各国 .111 高齢者 .154 枠組み .154
レジリエン .167 実施 .107 災害 .143 悪影響 .143
各国 .111 拡大 .105 障害者 .143 環境 .133
国々 .111 促進 .103 強靱 .133 削減 .125
増加 .111 コスト .091 立場 .133 影響 .118
拡大 .105 プログラム .091 計画 .118 開発 .115
目標13 目標14 目標15 目標16
気候変動 .444 海洋資源 .273 生物多様性 .385 レベル .227
影響軽減 .167 漁業 .273 劣化 .308 形態 .191
億ドル .167 科学的 .250 回復 .235 暴力 .188
緩和行動 .167 海洋 .250 対処 .235 減少 .158
気候関連災害 .167 保全 .188 保全 .235 司法 .154
気候基金 .167 違法・無報告・無規制 .182 阻止 .231 提供 .143
共同 .167 国際法 .182 森林 .214 取引 .143
啓発 .167 持続的 .154 保護 .191 説明責任 .143
限り速やか .167 利用 .125 生態系 .188 撲滅 .118
国別 .167 回復 .118 推進 .177 包摂的 .095
目標17
開発途上国 .208 注) 表中の値はJaccardの類似性測度の値を示す。また表中の色は下記を示す。
開発 .182
支援 .177  Jaccardの類似性測度 0.3 ≧  とても強い関連がある
後発開発途上国 .175  Jaccardの類似性測度 0.2 ≧  強い関連がある  



























































色づけがないのは Jaccardの類似性測度 0.1≧  関連がある　を示す。
上記基準は、次のKH Coder掲示版の情報を参考にした。http://koichi.nihon.to/cgi-
bin/bbs_khn/khcf.cgi?no=1241&reno=1240&oya=1235&mode=msgview




類似性測度の値が大きい語句上位 10 を開発目標毎に抽出した（図表 3）10。 
開発目標の記述文に含む語句（目標番号下のスペースの記述）は、目標 03 を除き各開
発目標で上位 10 に出現する。特徴づけの強さは小数点以下 3 桁で示される。薄緑色は、
Jaccard の類似性測度の値が 0.3 以上で「とても強い関連がある」。「貧困」「貧困層」（目
標 01）・「農業」（目標 02）・「男女」（目標 04）・「女性」（目標 05）・「水」（目標 06）・「エ
ネルギーサービス」「エネルギー効率」「現代的」「再生可能エネルギー」（目標 07）・「気候
変動」（目標 13）・「生物多様性」「劣化」（目標 15）の語句がこれに該当する。他方、これ
らにくらべて目標 03、目標 10、目標 12 は 0.2 以上の値はない（単に「関連がある」）。こ
れは、目標 03 から順に、福祉・健康、不公平、生産・消費、グローバル・パートナーシ
ップで、そもそも対象が広くなりやすいテーマであることがその理由であると推測される。




















                                                   
10 図表 3 の目標 11 に「障害者」の語句がある。この「がい」の表記や呼び方について、さまざまな議論がある。本
稿ではデータ処理の再現性、正確性の観点から元資料に記載された「障害者」の記載をそのままデータとして使用
する。この表記の使用をもって、この議論における筆者の立場を示すものではない。 




3 の太字の語句による 11。右端のケース数は対象とする文の数で合計 197 になる。図表の
見方は次の通りである。例えば、縦軸「目標 01」・横軸「貧困 1」の 8（100.00%）は、開
発目標 1 に 8 文＝ケース数 8 あり、「貧困 1」を定義づける「貧困」「貧困層」「脆弱層」「マ
イクロファイナンス」いずれかの語句が 8 文に出現、ケース数 8 に対する出現率が 100%
となる 12。 
このクロス集計での特徴を視覚的にわかりやすくしたのがバブルプロット（図表 5）で
                                                   
11 ラベル名称とコーディング語句の定義づけ（図表 3 の開発目標毎の語句の選択）は筆者が行った。ラベル名称に見
合う語句を開発目標毎に選択した。図表の太字以外の語句を除くとコーディングリストとなる。ラベル名称の最後
に記した数字は、コーティング元の開発目標の番号＝2030 アジェンダの開発目標の番号である。 
12 図表のケース数合計 197 は使用データの文の合計数であり、各目標の縦軸の合計数は出現した数であるため後者の









































目標01 8 (100.00%) 1 (12.50%) 0   (0.00%) 1 (12.50%) 2 (25.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1 (12.50%) 0   (0.00%) 1 (12.50%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1 (12.50%) 8
目標02 1 (11.11%) 5 (55.56%) 0   (0.00%) 1 (11.11%) 1 (11.11%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (22.22%) 2 (22.22%) 1 (11.11%) 0   (0.00%) 1 (11.11%) 0   (0.00%) 1 (11.11%) 9
目標03 0   (0.00%) 0   (0.00%) 9 (56.25%) 0   (0.00%) 1   (6.25%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 4 (25.00%) 16
目標04 1   (9.09%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 10 (90.91%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1   (9.09%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1   (9.09%) 1   (9.09%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (18.18%) 2 (18.18%) 11
目標05 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 9 (81.82%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1   (9.09%) 0   (0.00%) 11
目標06 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1 (10.00%) 6 (60.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (20.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1 (10.00%) 0   (0.00%) 1 (10.00%) 10
目標07 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 5 (83.33%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (33.33%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1 (16.67%) 6
目標08 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (13.33%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 9 (60.00%) 2 (13.33%) 0   (0.00%) 1   (6.67%) 4 (26.67%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (13.33%) 15
目標09 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 4 (36.36%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 5 (45.45%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 6 (54.55%) 11
目標10 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (18.18%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 3 (27.27%) 11
目標11 1   (8.33%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (16.67%) 2 (16.67%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 7 (58.33%) 5 (41.67%) 1   (8.33%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1   (8.33%) 12
目標12 1   (8.33%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1   (8.33%) 0   (0.00%) 1   (8.33%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 11 (91.67%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 3 (25.00%) 12
目標13 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1 (16.67%) 1 (16.67%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 6 (100.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (33.33%) 6
目標14 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 3 (27.27%) 0   (0.00%) 7 (63.64%) 1   (9.09%) 0   (0.00%) 3 (27.27%) 11
目標15 1   (7.69%) 2 (15.38%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 5 (38.46%) 0   (0.00%) 1   (7.69%) 8 (61.54%) 0   (0.00%) 1   (7.69%) 13
目標16 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 1   (7.69%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 2 (15.38%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 5 (38.46%) 2 (15.38%) 13
目標17 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 8 (36.36%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 0   (0.00%) 16 (72.73%) 22
合計 13   (6.60%)8   (4.06%) 9   (4.57%) 16   (8.12%)19   (9.64%)7   (3.55%) 5   (2.54%) 11   (5.58%)6   (3.05%) 2   (1.02%) 12   (6.09%)50 (25.38%) 9   (4.57%) 8   (4.06%) 11   (5.58%)8   (4.06%) 49 (24.87%) 197
カイ2乗値 123.107** 74.066** 106.687** 115.307** 81.146** 100.221** 163.312** 94.083** 52.100** 34.165** 71.314** 54.785** 135.517** 107.972** 87.460** 52.689** 44.821**  
図表4 コーディングによるクロス集計
（出所）KH Coder出力データより筆者作成






バブルプロットでは、横軸に 2 つ以上のバブルが配置する直線（横軸線）14 本、縦軸の









語句間の「Jaccard の類似性測度 0.2 ≧強い関連がある」（図表 3 注）の条件で共起ネッ
トワーク図を生成した（図表 6）。 









































2）での出現回数（順位）は、順に 55 回（1 位）、20 回（11 位）、34 回（3 位）の高い頻
度だ。 
B の当事者も、B1 では前述の 3.開発目標とターゲットの全体像で論じた通り、「発展途
上国」を含む関連する語句の出現の多さ＝関心の高さは、共起性を伴う繋がりでも裏付け
られた。B2 も目標 11 の「立場」「障害者」「高齢者」は、目標 4 の「子ども」と共起性を
もつグループを形成しており、クロス集計分析での都市・居住 11 の横軸線上に目標 04 が
あることと符合する（図表 5）。 
C の課題領域でも、B2 同様 C3 に出現する語句は、目標 01 の「貧困層」「脆弱層」と目
標 11 の「災害」「レジリエンス」「強靭」の共起性と図表 5 の横軸線上の並びと符合する。
C4・C7 については、「土地」・「森林」・「海洋」・「大気」による環境劣化の影響連鎖の共起
性を示唆する。 
















































外務省「JAPAN SDGs Action Platform」
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）2021.01.26. 
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